
1

千葉県におけるごみ処理の長期広域化・集約化計画の策定について

〇概要
人口減少等が進行しつつある中、プラスチック等の資源
循環強化、災害対策強化、気候変動対策の推進等の観点か
ら、中長期的な視点での安定的・効率的な処理体制の確保
のため、都道府県が主体となり、長期広域化・集約化計画
を策定すること（令和９年度末目途）
〇計画の位置づけ
都道府県が策定する廃棄物処理計画（廃棄物処理法第５
条の５）の一部に該当 

１-① 長期広域化・集約化に係る国通知（令和６年３月２９日付）
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〇長期広域化・集約化計画（以下「長期計画」）の策定について
(1)期間：原則２０５０（令和３２）年度まで
(2)長期計画に含める主な検討内容
ア 現時点での広域化の状況、人口・ごみ排出量等の将来予測

        ↓                                 （施設数の変移を含む）
↓

イ 広域化ブロック区割り…ごみ処理広域化・集約化協議会※で合意を得た
上で計画へ反映

ウ ブロックごとの処理施設の整備計画等の処理体制
ごみ焼却施設の施設規模検討の目安：300t/日以上（又は600t/日以上）

エ 再資源化施設の整備検討…プラスチックの広域的処理
（プラスチック資源循環促進法）

評価・検討

※都道府県とブロック内市町村で構成

１-② 長期広域化・集約化に係る国通知（令和６年３月２９日付）

千葉県におけるごみ処理の長期広域化・集約化計画の策定について
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２ 今後の進め方（計画策定：Ｒ８年度末を目標）

長期広域化計画
（～R32）
策定業務

現行計画
(R3～R12) 中間見直し

パブコメ

R6

アンケート
（10月末〆)

ヒアリング
（10団体程度）

促進協
意見交換会

R7 R8 R9

市町村の意向確認

ごみ処理広域化・集約化協議会

設
置

ブロック
区割り設定

ブロックごとの施設
整備計画等の検討

計画
策定

現時点での
状況把握

人口予測
排出量予測

広域化によるメリット等調査、
コスト分析、CO2排出量比較等

評価・検討

統合

ブロック区割り
初案提示

骨子案 素案 最終案

環境審議会での審議
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（参考）現行計画について

◼ 計画概要
計画期間：Ｒ３～１２年度（１０年間）
検討対象：今後１０年間で処理施設の更新等の検討が

見込まれる市町村
見 直 し：中間年度（Ｒ７）までの検討を踏まえ見直し
※ブロック区割りは未設定

◼ Ｒ５年度の取組
Ｒ４年度に意見交換会の意向確認を行い、参加希望３１
団体について、３グループに区分※し、意見交換会を実施
※ヒアリング結果や地理条件等で「東葛・葛南」、「山武・
香取等」、「いすみ市等」に区分

◼ 長期計画策定後の扱い
現行計画は新計画に統合される予定

成田市
印西地区環境整備事業組合

富里市
東総地区広域市町村圏事務組合

八街市

四街道市

八千代市

船橋市
市川市

浦安市

習志野市

千葉市

館山市

市原市

松戸市

流山市

柏市

我孫子市

野田市

東金市外三市町清掃組合

山武郡市環境衛生組合

鎌ヶ谷市（柏・白井・鎌ヶ谷環境衛生組合）

香取広域市町村圏事務組合

佐倉市、酒々井
町清掃組合

いすみ市

大多喜町

御宿町

長生郡市広域市町村圏組合

勝浦市

(株)上総安房クリーンシステム
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